
参考
さんこう

文献
ぶんけん

について 

 

≪参考
さんこう

文献
ぶんけん

≫ レポートや作品などを作成するときに、参考にした資料のこと。 

 

 【注意！！】 

  参考文献をきちんと書いておかないと、盗作
とうさく

扱いとなってしまい、あなたが作成したレポートな

どが評価されなくなってしまいます！ 

  レポートを書いたときは、書いた文章の一番最後に参考文献を記載してください。 

また、レポートに、調べた本やサイトの文章をそのまま使いたいときは「  」を使って、その文章を

紹介してください。これを引用
いんよう

と言います。ただし、「  」ばかり、つまり引用ばかりのレポートは、

あなたのレポートと判断されないので、注意してください。 

 

Q１． 参考文献って、本のどこを見て書いたらいいの？  

⇒ 本のタイトルは「表紙やおくづけ」を。著者や出版社は「おくづけ」を見ましょう！ 

 

                                               背表紙をあけたところに注目！！                                                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            この場所を「おくづけ」と言います。 

                                                 

 

    著者
ちょしゃ

 ⇒ 書いた人（この人に、この本の著作権
ちょさくけん

があります。） 

    発行所（出版社
しゅっぱんしゃ

のこと） ⇒ この本を出した会社のこと。 

 

 

 

 

 

本の題名、著者、出版社は、

必ずレポートの最後に記入！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q２． 参考文献って、インターネットで調べたときはどこを見て書いたらいいの？  

⇒ インターネットの場合は、最低限、サイト名もしくは URLがあれば OKです。 

 

URLは下のような感じで画面の右上あたりに出ています。 

ちなみに、    がサイト名です。 

 

 

 

 

 

 

 

URL もページによっては、とても長いアドレスになっているので、最低  まで書けば大丈夫です。 

 

Q３． インターネットサイトの信用度はどこを見ればわかりやすいの？ 

⇒ URLの組織の種類を見ましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

株式会社ダスキン  https://www.duskin.co.jp/ 

大阪狭山市立第三中学校 http://dai3-jh.osakasayama.ed.jp/ 

赤い羽共同募金 https://www.akaihane.or.jp/ 

内閣府 https://www.cao.go.jp/ 

Google https://www.google.com 

ドメイン 種類 ドメイン 種類 

go 政府の機関 co 企業、会社 

ed 教育機関 or 各種の団体組織 

ne ネットワーク機関 .com 企業 

【著者】と【発行者】の２つがあったときは、どっちを書く？ 

 

「著者」の方を書いてください。 

 

「発行者」しか書いていなかった場合は、それが「著者」と同

じなので、発行者を書いてください！ 

https://www.cao.go.jp/


Q４． インターネットで調べたことを書くときに、何を注意すればいいですか？ 

⇒ 調べた情報元が正しいものかどうか確認してください。 

   一つのサイトだけで情報をとるのではなく、他のインターネットサイトでも同じ内容が

書かれているかを必ず確認してください。正確さは本が確実なので、本があれば、本

で確認を！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インターネットで検索するときに、一番よく出てくるのが「ウィキペディア（Wikipedia）」

です。しかし、ウィキペディアの情報をそのまま信用するのは絶対に✕です！ 

ウィキペディアは「誰もが編集可能」なため、「正確さ」に欠けます。ウィキペディアで情報

を得た場合、必ずその情報が正しいのかどうか、他のサイトや図書資料を検索してくださ

い。 

 

 

 

 

 

【注意】ウィキペディアは参考文献になりません！ 

【勘違いしないでね！！】 

 

検索結果は、「検索した結果」 

なので「みんなが一番見たサイト」 

が一番上にきます。 

「一番上にあるから正しい」のでは 

ありません！！ 

正しい情報かどうかは他の情報も 

見て確認！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

一番見られたサイトであって、情報が

正確かはわからない。 

★データの最新さは、インターネット情報が一番新しい。 

★情報の正確さは、図書資料が一番確実。 

☞ この２点を頭に入れながら、資料を探してください！！ 



Q５．参考文献には、何を書けばいいの？ 

 

調べた本やサイト（URL）の名前、書いた人の名前、発行所（出版社）の３つです。 

 

例えば、右の本で調べたものを参考にしたときは   のようにレポートの最後に 

書きます。 

 

【参考文献】 

 

「円周率の謎を追う 江戸の天才数学者・関孝和の挑戦」 鳴海 風 （くもん出版） 

 

 

★ 情報カードを活用しましょう！ ★ 
 

調べたものを、情報カードに書いてレポート作成に役立ててください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


